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三陸沿岸道路専用「公共プラント」稼働！ 
～生コンの安定供給により復興を推進！～  

▲鈴木俊一衆議院議員、岩手県県土整備部 蓮見有敏技監、宮古市 山本正徳市長をはじめ、 
地元小学生児童、中学生生徒の方々ほかご来賓の皆様 

 三陸国道事務所が宮古市田老（田老球場跡地）に建設を進めてきました、三陸沿岸道路
専用「公共プラント」が完成し、８月３１日（日）に稼働を開始しました。 
 「公共プラント」の設置により、三陸沿岸道路工事で需要が高まっている生コンクリー
トを安定して供給することが可能となり、円滑な復興事業の推進に大きく貢献することが
期待されます。 
 稼働に先立ち、施工会社である大成・銭高・東コン特定建設工事共同企業体主催による
竣工式及び事業主体である三陸国道事務所主催による稼働式が行われ、来賓、関係者及び
地元の中学生や小学生の皆さんを含め約１００名が出席しました。 



▲岩手県 達増拓也知事よりご祝辞 
（岩手県県土整備部 蓮見有敏技監 代読） 

『稼働式』の様子 

▲宮古市 山本正徳市長よりご祝辞 

▲縄田正 東北地方整備局長が挨拶 ▲稼働スイッチを押して 
公共プラントの稼働を祝いました 

▲初出荷のコンクリートミキサー車が出発！ 
今後田老周辺の三陸沿岸道路のトンネル工事

や橋梁工事に安定して供給していきます 

▲田老第一中学校３年生の皆様が 
稼働開始のお祝いと田老復興の願いを込めて
「田老一中太鼓」を披露してくださいました 

当プラントの稼働によ
り、三陸沿岸道路へ
の生コンが安定供給
され、他の復興事業
の生コン需給安定化
にも繋がることが期待
されます。 

当プラントの稼働を
宮古市民を代表して
お祝い申し上げます。
稼働による三陸沿岸
道路の一日も早い
完成と地域全体の
復興推進を期待して
います。 

太田国土交通大臣か
ら指示を受け新設し
た当プラントにより、
三陸沿岸道路の円滑
な事業推進が図られ、
地域全体の復興事業
の支援に寄与します。 



地域から親しまれるプラントを目指して ～施工業者の取り組み～ 

「公共プラント」は、三陸沿岸道路工
事により今後需要が急増する生コンク
リートの安定供給に向け、三陸沿岸道
路専用の生コンクリートプラントとし
て国土交通省が設置するものです。 
 これにより、三陸沿岸道路の事業工
程に対する遅延リスクが軽減されるこ
とはもとより、地域の復興事業で必要
となるコンクリートの需給バランスを
阻害することなく、地域全体の円滑な
復興事業の推進を支援します。 

 プラント建設及び運営を担当する「大成・
銭高・東コン特定建設工事共同企業体」では、
地域の復興を支え、地域の復興をともに歩む
施設として、地域の皆様から身近な存在と感
じてもらうため、プラントのＰＲ看板デザイ
ンを田老第一小学校、田老第三小学校の児童
から募集しました。 
 多数の応募作品の中から関係者間で協議選
定した結果、田老第三小学校６年生の畠山愛
奈さんの作品が選ばれ、ＰＲ看板がプラント
にプリントされました。 
 これからも復興のシンボルとして地域の皆
様に親しまれるプラントを目指して参ります。 
 

▲プラントにプリントされたＰＲ看板 

「公共プラント」の役割 １日の生コンクリート生産
量は５００㎥（２５ｍプール 
３杯分）！ 
今後、約１５万㎥の生コン
クリートを生産します！ 

道の駅たろう 
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